
　
校
長
あ
い
さ
つ

　
令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
国

や
県
の
方
針
が
一
部
変
更
と
な

り
、
積
極
的
な
学
校
教
育
活
動
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
６
月
10
日

に
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
開
催
で
き
た

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
汗
を
流

し
て
精
一
杯
競
技
に
取
り
組
む
姿

を
見
て
、
私
た
ち
教
員
も
大
変
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
学
校
で
は
様
々
な

教
育
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
本
校

で
は
７
月
に
野
球
応
援
、
10
月
に

体
育
祭
、
11
月
に
は
修
学
旅
行
な

ど
の
学
校
行
事
を
実
施
し
て
行
く

予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
を
完
全
に
抑
え
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人

ひ
と
り
が
感
染
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
は
、
充
実
し
た
学
校

教
育
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

是
非
ご
家
庭
で
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
学
校
と
し
ま
し
て
も
、
様
々

な
こ
と
で
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
教
育
活
動
に
少
し
で
も
近
づ
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
会
長
あ
い
さ
つ

　
本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
鹿
行
東
部
地
区
の
久
保
で

す
。

　
こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
学
生
を
取
り
巻
く

環
境
は
著
し
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
色
々
な
行
事
や
大
切
な
学
ぶ

機
会
も
制
約
を
受
け
戸
惑
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
高
校
生
活
は
自
分
自
身
を
深

く
見
つ
め
将
来
の
自
分
の
姿
を

具
体
的
に
想
像
し
て
い
く
大
切

な
時
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
よ
う
な
難
し
い
状
況
の

中
に
あ
っ
て
も
、
本
校
の
生
徒

達
が
安
心
し
、
安
全
に
高
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
を
学

校
の
諸
先
生
方
、
保
護
者
一
丸

と
な
り
支
え
て
行
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
年

間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

PTA会長
久保美穂

学校長
大塚哲蔵
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平
間
和
雄

①
教
頭
②
ド
ラ
イ
ブ
、
実

用
品
を
作
る
③
誠
実
に
勉

学
に
励
み
、
人
と
心
を
合

わ
せ
仲
良
く
し
て
下
さ
い
。

二
宮
晋
平

①
情
報
技
術
科
②
散
歩
③

早
く
玉
工
の
校
風
に
慣
れ
、

と
も
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伊
勢
山
繭
子

①
国
語
②
旅
行
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
新
商
品
チ
ェ
ッ

ク
③
時
は
金
な
り
。
学
生
で

あ
る
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
。

鈴
木　

崇

①
理
科
②
カ
メ
ラ
、
旅
行

③
皆
さ
ん
の
可
能
性
は
無

限
に
あ
り
ま
す
。
何
事
も
全

力
で
！
で
も
無
理
は
せ
ず
に
。

寺
嶋
仁
志

①
数
学

②
旅
行
、
ゴ
ル
フ

③
一
刹
那
正
念
場

久
野
敏
己

①
英
語
②
散
歩
、
無
③
恵

ま
れ
た
環
境
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
、
挑
戦
し

ま
し
ょ
う
。

亀
田　

拓

①
数
学
②
将
棋
、
ナ
ン
プ

レ
③
「
な
ん
で
、
ど
う
し

て
」
を
大
切
に
！
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

加
藤
和
男

①
理
科

②
散
歩
、
ド
ラ
マ
や
映
画

を
見
る
こ
と
③
豊
か
な
自

然
を
体
感
し
よ
う
。

後
藤
裕
一

①
電
気
②
旅
行
、弓
道（
教

士
七
段
）
③
小
さ
な
成
功
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で

す
。一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

石
橋
美
晴

①
養
護

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
裁
縫

③
日
々
是
好
日
。

鶴
田
郁
代

①
事
務
室
②
旅
行
③
三
年

間
は
長
い
よ
う
で
短
い
よ

う
で
長
い
で
す
。
し
か
し

睡
眠
は
大
事
。

上
原
和
也

①
理
科
②
ピ
ア
ノ
と
尺
八
の
演
奏
。
ピ
ア
ノ
は
バ
ッ
ハ
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
簡
単
な
曲
を
弾
い

て
ま
す
。
③
将
来
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
く
か
見
据
え

て
、
色
々
な
勉
強
と
部
活
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

田
川
章
夫

①
書
道
②
ゴ
ル
フ
、
空
手

道
（
六
段
）、剣
道
（
三
段
）

③
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
活
動
を
続
け
よ
う
。

村
上
正
明

①
英
語
②
読
書
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
③
一
長
一
短
、
学
校

生
活
は
自
分
の
長
所
を
生

か
し
て
送
ろ
う
。

安
田
義
弘

①
英
語
②
ス
キ
ー
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
③W

here there's a will 
there's a way. 

腹
が
決
ま
れ
ば
、

道
は
開
け
る
も
の
で
す
。

横
倉
康
彦

①
国
語
②
旅
行
③
モ
ノ
づ

く
り
日
本
の
一
人
と
し
て

良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

●
一
学
年

学
年
主
任　

大
里　

浩
（
機
械
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

副
主
任　

藤
枝
良
子
（
家
庭
／
芸
術
）

Ａ
組
担
任　

木
吉
柾
貴
（
保
健
体
育
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

副
担
任　

瀧　

冬
馬
（
数
学
／
弓
道
）

副
担
任　

森
島　

実
（
機
械
／
サ
ッ
カ
ー
）

Ｂ
組
担
任　

宮
本
康
裕
（
電
気
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

副
担
任　

雨
谷
好
晴
（
電
気
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

副
担
任　

寺
嶋
仁
志
（
数
学
／
剣
道
）

Ｃ
組
担
任　

二
宮
晋
平
（
情
報
技
術
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

副
担
任　

高
繁
宏
幸
（
情
報
技
術
／
工
業
研
究
）

副
担
任　

亀
田　

拓
（
数
学
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

学
年
付　

後
藤
裕
一
（
電
気
／
弓
道
）

●
二
学
年

学
年
主
任　

深
作
憲
一
（
情
報
技
術
／
工
業
研
究
）

副
主
任　

笹
目
美
保
（
英
語
／
芸
術
）　

機
械
科

Ａ
組
担
任　

川
島
正
敏

　
　
　
　
　
（
保
健
体
育
／
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
同
好
会
）

副
担
任　

伊
勢
山
繭
子
（
国
語
／
卓
球
）

機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

Ｂ
組
担
任　

大
里
美
穂
（
地
歴
公
民
／
弓
道
）

副
担
任　

笹
目
淳
一
（
英
語
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

電
気
科

Ｃ
組
担
任　

井
澤
悠
介
（
電
気
／
野
球
）

副
担
任　

中
野
恵
太
（
保
健
体
育
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

情
報
技
術
科

Ｄ
組
担
任　

大
場
祐
汰
（
理
科
／
卓
球
）

副
担
任　

宮
﨑
聖
大
（
情
報
技
術
科
／
サ
ッ
カ
ー
）

学
年
付　

小
島
吏
英
（
電
気
／
芸
術
）

学
年
付　

西
谷
尚
衛
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
工
業
研
究
）

●
三
学
年

学
年
主
任　

郡
司
誠
一

　
　
　
　
　
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

副
主
任　

斎
藤
吉
広
（
機
械
／
柔
道
同
好
会
）

機
械
科

Ａ
組
担
任　

津
田
美
月
（
国
語
／
陸
上
競
技
同
好
会
）

副
担
任　

髙
田
真
治
（
機
械
／
剣
道
）

機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

Ｂ
組
担
任　

祖
父
江
と
も
み
（
地
歴
公
民
／
サ
ッ
カ
ー
）

副
担
任　

鈴
木　

崇
（
理
科
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

電
気
科

Ｃ
組
担
任　

竹
内　

威
（
電
気
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

副
担
任　

駒
場
智
子
（
電
気
／
工
業
研
究
）

情
報
技
術
科

Ｄ
組
担
任　

川
村
雄
磨
（
情
報
技
術
／
野
球
）

副
担
任　

久
野
敏
己
（
英
語
／
卓
球
）

学
年
付　

加
藤
和
男
（
理
科
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

学
年
付　

石
口　

満
（
機
械
／
工
業
研
究
）

【
転
出
者
】

　

工　

藤　

博　

幸  

教
頭
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
）

　

勢　

司　

昌　

範  

先
生
（
鹿
島
灘
高
へ
）

　

田　

村　
　
　

剛  

先
生
（
波
崎
高
へ
）

　

安　

藤　

芳　

正  

先
生
（
波
崎
高
へ
）

　

中　

村　

翔　

平  

先
生
（
海
洋
高
へ
）

　

市　

村　
　
　

忠  

先
生
（
石
岡
商
へ
）

　

鶴　

田　
　
　

瞳  

先
生
（
筑
波
高
へ
）

　

磯　

野　

雄　

一  

先
生
（
水
戸
工
へ
）

　

菊　

池　

文　

宏  

先
生
（
日
立
工
へ
）

　

須　

藤　

一　

司  

先
生
（
波
崎
高
へ
）

【
退
職
者
】

　

西　

口　

敬　

文  

先
生

　

大　

金　

優　

二  

先
生

　

桂　

木　

好　

正  

先
生

　

奥　

村　
　
　

博  

先
生

　

須　

藤　

一　

司  

先
生

＊
転
退
職
者
の

　

先
生
方
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
年
職
員
紹
介　
（
教
科
／
部
活
動
）

新 任 者 紹 介　　①教科／役職　②趣味・特技　③玉工生へ一言
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クラスマッチ

サッカー

バレーボール

キックベース

種目別学年別優勝クラス
種目　　　  学年 １年生 ２年生 ３年生
総 合 B Ａ Ｃ
サ ッ カ ー Ｃ Ａ Ｃ
バ レ ー Ｂ Ｃ Ｃ
キックベース Ｂ Ａ Ａ
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部員加入状況
令和４年4月現在

４月期　　　　　　　　　　　　　　〈加入率43％〉
３年 ２年 １年 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男計 女計 総計

運
　
　
　
動
　
　
　
部

野 球 5 0 5 5 1 6 3 0 3 13 1 14
バスケットボール 5 0 5 6 0 6 3 1 4 14 1 15
バ レ ー ボ ー ル 4 1 5 4 0 4 8 0 8 16 1 17
卓 球 7 0 7 2 0 2 3 0 3 12 0 12
ソ フ ト テ ニ ス 4 0 4 2 1 3 3 0 3 9 1 10
ハ ン ド ボ ー ル 6 1 7 3 0 3 1 0 1 10 1 11
サ ッ カ ー 15 0 15 4 1 5 11 0 11 30 1 31
弓 道 2 1 3 1 0 1 4 0 4 7 1 8
剣 道 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1
柔 道 同 好 会 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
バドミントン同好会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
陸 上 競 技 同 好 会 2 0 2 1 0 1 0 0 0 3 0 3
ウエイトリフティング同好会 2 0 2 4 0 4 0 0 0 6 0 6
運 動 部 計 53 3 56 33 3 36 36 1 37 122 7 129

文
化
部

工 業 研 究 6 0 6 1 0 1 3 0 3 10 0 10
芸 術 4 0 4 0 0 0 0 0 0 4 0 4
吹 奏 楽 同 好 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
文 化 部 計 10 0 10 1 0 1 3 0 3 14 0 14
総　　　　計 63 3 66 34 3 37 39 1 40 136 7 143

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

一
回
戦
＝
玉
造
工
２
―
０
潮　
来

二
回
戦
＝
玉
造
工
２
―
０
波　
崎

地
区
大
会　
優
勝

県
大
会
＝
玉
造
工
０
―
２
水
戸
一

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

二
回
戦
＝
玉
造
工
58
―
102
波　
崎

敗
者
戦
＝
玉
造
工
62
―
76
清
真
学
園

●
剣　
道　
部

関
東
予
選
（
個
人
戦
）

二
回
戦
＝
小
松
﨑
（
玉
工
）
―
メ
コ
池
田

（
霞
ヶ
浦
）

全
国
県
予
選
（
個
人
戦
）

小
松
﨑（
玉
工
）コ
―
コ
ド
猪
瀬（
つ
く
ば
工
科
）

●
サ
ッ
カ
ー
部

地
区
代
表
決
定
戦
＝
玉
造
工
３
―
０
鉾
田
二

県
大
会
一
回
戦
＝
玉
造
工
２
―
１
伊
奈

二
回
戦
＝
玉
造
工
１
―
０
日
立
北

三
回
戦
＝
玉
造
工
０
―
５
水
戸
啓
明

ベ
ス
ト
13

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

地
区
予
選
＝
玉
造
工
15
―
33
鉾
田
一

　
　
　
　
＝
玉
造
工
21
―
26
鉾
田
二

　
　
　
　

＝
玉
造
工
16
―
44
波　
崎

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

関
東
予
選
＝
玉
造
工
２
―
１
潮　
来

　
　
　
　
　
玉
造
工
２
―
１
波
崎
柳
川

決
勝
リ
ー
グ
＝
玉
造
工
１
―
２
鹿　
島

　
　
　
　
　
　
玉
造
工
２
―
１
鉾
田
一

個
人
＝
塙　
・
堀　
　
３
回
戦
敗
退

　
　
　
菅
澤
・
小
見　
２
回
戦
敗
退

　
　
　
飯
島
・
坂
田　
１
回
戦
敗
退

総
体
予
選
＝
玉
造
工
１
―
２
鉾
田
二

　
　
　
　
　
玉
造
工
０
―
３
波
崎
柳
川

個
人
＝
塙　
・
堀　
　
４
回
戦
敗
退

　
　
　
山
口
・
江
幡　
３
回
戦
敗
退

　
　
　
菅
澤
・
所　
　
２
回
戦
敗
退

　
　
　
小
見
・
飯
島　
２
回
戦
敗
退

県
大
会
一
回
戦
＝
玉
造
工
２
―
１
下
館
一

　
　
　
二
回
戦
＝
玉
造
工
１
―
２
境

　
　
　
団
体
戦
第
９
位

●
卓　
球　
部

団
体
戦
一
回
戦
＝
玉
造
工
１
―
３
鉾
田
一

●
弓　
道　
部

男
子
一
回
戦
＝
12
射
３
中

　
　

二
回
戦
＝
12
射
７
中

女
子
一
回
戦
＝
４
射
０
中

　
　

二
回
戦
＝
４
射
１
中

●
野　
球　
部

令
和
三
年
夏
季
大
会
（
水
戸
地
区
）

一
回
戦
＝
玉
造
工
１
―
14
土
浦
三

令
和
三
年
秋
季
大
会
（
水
戸
地
区
）

一
回
戦
＝
玉
造
工
５
―
14
鉾
田
一

令
和
四
年
春
季
大
会

一
回
戦
＝
玉
造
工
３
―
８
水
戸
桜
ノ
牧

令
和
四
年
選
手
権
大
会
（
７
／
９
）

一
回
戦
＝
玉
造
工
―
茨
城
キ
リ
ス
ト

　

開
催
予
定

●
工
業
研
究
部　
８
月
６
日
（
土
）

茨
城
県
電
気
工
事
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
平
間
翔
空
（
３
Ｃ
）

　
　
内
山　
駿
（
３
Ｃ
）
２
名
出
場

　　　令和４年度 全国総体茨城県予選会結果等
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１
．
１
年
生
か
ら
の
積
み
重
ね
が
重
要

　
高
校
は
人
生
の
通
過
点
、
本
校
に
在
籍

す
る
３
年
間
は
社
会
に
出
る
た
め
の
準
備

期
間
で
す
。
進
路
は
３
年
生
に
な
っ
て
か

ら
考
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
学

や
就
職
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
年
生
の
時
か

ら
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
。
も
う
少
し

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
３
年
生
の
進
路

選
考
会
議
に
必
要
な
成
績
や
欠
席・遅
刻・

早
退
の
日
数
、
委
員
会
や
部
活
動
な
ど
の

特
別
活
動
は
、
１
年
生
か
ら
の
記
録
が
使

わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
３
年
生
に
な
っ
て
か

ら
勉
強
や
欠
席
を
減
ら
す
努
力
を
始
め
て

も
手
遅
れ
で
す
。
過
去
に
は
、
就
職
試
験

で
高
校
３
年
間
の
欠
席
日
数
の
多
さ
を
指

摘
さ
れ
不
採
用
に
な
っ
た
生
徒
や
、
三
年

間
の
評
定
平
均
が
０・
１
点
足
り
ず
に
、

指
定
校
推
薦
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
進
学

希
望
生
徒
が
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
１
年

生
の
皆
さ
ん
は
、
ま
だ
高
校
卒
業
後
の
進

路
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
３

年
生
に
な
っ
た
時
の
自
分
自
身
の
選
択
の

幅
を
狭
め
な
い
た
め
に
、
今
か
ら
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
２
年
生
に
と
っ
て
は
、
今
年
は
来

年
に
向
け
た
大
き
な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科
が
決
定
し
、
よ
り
専

門
的
な
学
習
や
資
格
取
得
に
挑
戦
す
る
機

会
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
年
生
に

な
っ
て
か
ら
の
資
格
取
得
は
、
履
歴
書
の

記
入
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
資
格
は
２
年
生
ま
で

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
ま

た
部
活
動
や
委
員
会
、
生
徒
会
な
ど
の
特

別
活
動
に
お
い
て
も
、
中
心
的
な
役
割
を

担
う
学
年
で
す
。ぜ
ひ
積
極
的
に
活
動
し
、

面
接
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
、
進
学
希
望
者
は
ぜ
ひ
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、
多
く
の
情
報
を

集
め
て
く
だ
さ
い
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
参
加
状
況
は
、
各
学
校
の
履
歴
に
残

り
、
推
薦
入
試
の
出
願
条
件
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
学
費
や
入
学
金
な

ど
も
含
め
、
家
庭
内
で
十
分
話
し
合
う
時

間
を
確
保
で
き
る
１
、２
年
生
の
う
ち
に

参
加
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
三
年
間
を
通
じ
て
何
よ
り
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
欠
席
・
遅
刻
・

早
退
の
数
で
す
。
と
く
に
企
業
は
欠
席
の

多
い
生
徒
を
嫌
が
り
ま
す
。
採
用
担
当
者

か
ら
「
人
物
を
重
視
す
る
た
め
多
少
勉
強

が
苦
手
で
あ
っ
て
も
、
欠
席
が
少
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
れ
る
生
徒
で

あ
れ
ば
採
用
を
検
討
し
ま
す
」
と
言
わ
れ

る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
全
て
の
企
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知

識
や
技
術
は
入
社
後
の
研
修
で
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
構
い
ま
せ
ん
と
話
す
企
業

は
意
外
と
多
い
の
で
す
。
た
だ
し
欠
席
だ

け
は
別
で
す
。
入
社
後
の
研
修
も
欠
席
さ

れ
る
と
研
修
計
画
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。

ま
た
研
修
終
了
後
も
仕
事
を
休
み
が
ち
な

者
が
居
る
と
、
他
の
社
員
や
顧
客
に
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
企

業
は
会
社
に
「
貢
献
し
て
く
れ
る
」
生
徒

を
採
用
し
ま
す
。
企
業
は
中
学
校
や
高
校

な
ど
の
教
育
機
関
で
は
な
く
、
企
業
活
動

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
い
の
で

過去６年の求人数と一次受験合格率

す
。
そ
の
た
め
条
件
が
良
く
、
業
績
が
安

定
し
て
い
る
、
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
の

あ
る
有
名
な
企
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

企
業
が
生
徒
に
望
む
条
件
も
高
く
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
自
分
を
高
め
る
努
力
を
１

年
生
の
う
ち
か
ら
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
．
今
年
度
か
ら
求
人
票
が
電
子
化
に

　

今
年
度
よ
り
求
人
票
が
電
子
化
さ
れ
、

求
人
票
閲
覧
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
学
校
か
ら
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
と
、
最
低

限
の
個
人
情
報
と
し
て
名
前
と
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

自
由
に
求
人
票
を
閲
覧
、
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
３
年
生
か
ら
使

用
可
能
と
な
り
、
今
後
は
１
、２
年
生
も

求
人
票
の
閲
覧
が
可
能
と
な
る
予
定
で

す
。
閲
覧
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
ブ
ラ
ウ
ザ

が
利
用
可
能
な
端
末
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
登
録
が
必
要
な
た
め
、
学
校
外
の
第

三
者
が
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
度
ま
で
の
よ
う
な
求
人
票
閲
覧
の
た

め
の
順
番
待
ち
や
、
自
宅
に
持
ち
帰
る
た

め
の
手
続
き
が
不
要
と
な
り
、
検
索
や
募

集
停
止
、
そ
の
他
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
る
た
め
、
求
人
票
電
子
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
応
募
に
関
し
て
は
従
来
通
り
、
学

校
か
ら
紹
介
斡
旋
に
な
り
ま
す
の
で
、
直

接
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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80.0％

80 58

H28 H29 H30 R01 R02
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100％

50％
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求人数 一次受験者 一次合格者 一次合格率

進路指導室
より
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生
徒
指
導
部　
　
　
藤
田　

巧

　
日
頃
よ
り
本
校
教
育
活
動
に
多
大
な
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
本
校
生
の
７
・

８
割
の
者
が
就
職
を
希

望
し
て
お
り
ま
す
。
つ

ま
り
最
短
３
年
で
社
会

に
出
て
社
会
生
活
を
送

る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
本
校

で
は
学
習
指
導
の
み
な

ら
ず
生
活
場
面
に
お
い

て
も
「
基
礎
・
基
本
の

徹
底
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
岐

に
渡
っ
て
お
り
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
乗
り

方
、ス
マ
ホ
の
使
用
方
法（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
含
む
）、

ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
、
薬
物
乱
用
等
数
え
れ
ば

切
り
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
場
面

で
犯
罪
行
為
に
巻
き
込
ま
れ
ず
適
切
な
判

断
力
を
発
揮
し
今
後
の
社
会
生
活
で
活
躍

を
す
る
玉
工
生
の
た
め
、
本
校
の
教
育
活

動
は
御
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
上
に
成

り
立
っ
て
お
り
保
護
者
の
皆
様
の
御
理

解
・
御
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
お
子
様
達
の
未
来
・
地
域
産

業
界
発
展
の
た
め
家
庭
・
学
校
が
両
輪
と

な
り
教
育
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
編
集
後
記
―
―
―
―
―
―
―
―

　
今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
は
書
面
決
議
に

な
り
、
会
員
の
皆
様
も
、
早
く
コ
ロ
ナ
前

の
日
常
に
戻
り
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
で
も
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

や
い
ろ
い
ろ
な
部
活
動
の
活
躍
が
見
ら

れ
、
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
夏

本
番
、
お
互
い
に
無
理
が
効
か
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
拝
察
し
ま
す
。
ご
自
愛
な

さ
れ
、
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
）

　
令
和
四
年
度 

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員

（
所
属
地
区
）

会　
長　
久
保　

美
穂
（
鹿
行
東
部
）

副
会
長　
曽
根　

正
雄
（
玉　
造
）

副
会
長　
菅
谷　

雄
基
（
鉾　
田
）

副
会
長　
坂
本
ひ
と
み
（
行
方
南
部
）

副
会
長　
足
立　

久
夫
（
小
美
玉
）

会　
計　
江
畑　

康
弘
（
小
美
玉
）

監　
査　
森
作　

克
巳
（
玉　
造
）

監　
査　
笹
沼　

祐
子
（
鉾　
田
）

生
徒
指
導
委
員
長　
茂
木
智
美
（
行
方
南
部
）

広
報
委
員
長　
小
泉
真
智
子（
鹿
行
東
部
）

玉
造
地
区
委
員
長　
廣
内
雄
司
（
玉　
造
）

鉾
田
地
区
委
員
長　
宇
津
木
春
美
（
鉾　
田
）

行
方
南
部
地
区
委
員
長　
岩
倉
太
市
（
行
方
南
部
）

鹿
行
東
部
地
区
委
員
長　
矢
口
恭
子
（
鹿
行
東
部
）

小
美
玉
地
区
委
員
長　
須
田　

渚
（
小
美
玉
）

PTAマナーアップ運動


